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層状ルテニウム酸化物 Ca2-xSrxRuO4の絶縁相における電子状態 

Electronic state of Ca2-xSrxRuO4 in insulating phase 
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1   はじめに 

層状ルテニウム酸化物 Ca2-xSrxRuO4はその組成によ

って超伝導体から金属、モット絶縁体まで幅広い物

性を示す物質であり[1]、それぞれの領域でスピン三

重項超伝導体[2]、軌道選択モット転移[3]など興味

深い現象の可能性が報告されている。絶縁体領域で

はモットギャップにはよりはるかに小さい電場で金

属絶縁体転移が報告されており、絶縁相に興味が持

たれている。本研究では絶縁体領域にある x=0.06に

ついて角度分解光電子分光(ARPES)を行い、組成依

存性、偏光依存性を測定した。 

 

2   実験 

Ca2-xSrxRuO4の単結晶は floating-zone法により作製
され，ARPES測定は BL-28Aで行われた．試料を超
高真空(~10-8Pa)の測定槽内でヘキ開し、清浄な表面
を得たのち，温度 50Kで測定を行った。 

 

3   結果および考察 

x = 0.06の絶縁体相

において明瞭なフェ

ルミ端とフラットバ

ンドを観測した(図 1)。

この結果は金属相で

ある x=0.2の低温で報

告されたもの[4]と対

応していると考えら

れるが、完全に絶縁

体状態にあると予想された x=0.06で観測されており

興味深い。また、直線偏光依存性を測定するとフェ

ルミ面マップの強度分布に大きな変化が現れた(図

2)。これは t2g軌道の対称性を強く反映していると考

えられる。この明瞭なフェルミ端は x=0.06で観測さ

れた一方、同じ相にあると考えられる x=0 では観測

されなかった。 

 これらの結果は、Sr の有無に依存する金属的な

表面状態の可能性を示唆している。 

4   まとめ 

Ca2-xSrxRuO4の ARPESを行い、組成依存性、偏光

依存性を測定した。その結果わずかなドープによっ

てその電子状態が大きく異なることが明らかとなっ

た。 
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図 1: Ca2-xSrxRuO4 (x = 

0.06)のバンド分散 

 
図 2: Ca2-xSrxRuO4 (x = 0.06)のフェルミ面

マップの偏光依存性。上図が水平偏光、下

図が垂直偏光の励起光を使用し、それぞれ

dxz/yz、dxyを強く反映していると考えられる 




